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皮膚感染症(細 菌性)に 対す るVistamycinの 治験

高 橋 正 昭

東北大学医学部皮膚科

I. は じ め に

Vistamycin(以 下,VSMと 略 す)は,三 重 県 津 市 の土

壌 か ら分 離 され たStreptomyces ribosidificusに よつ て 生産

され る水 溶 性 塩基 性 の 新 抗 生 物 質 で あ る。 分子 式 はC17

H34 N 4O10,構 造 式 は 次 の よ うで あ る。

今回,わ れ われ はVSMを 試用す る機会を得たので,

その成績 を述べ る。

II. 症例および投与法

昭和45年9月 か ら昭和46年1月 までに,東 北大

学附属病院皮膚科を 受診 した 化膿性 皮膚疾患 の患者13

例 と,顕 性梅毒の患者1例 にVSMを 投与 した。投与方

法はVSM 1 vial 500mgを 生理食塩水約2mlに 溶解

し,1日500mg～2gを1～2回 に分割 して投与 した。

投与は主に筋注にて行なつ た。

III. 効 果 の 判 定

判定 の基準を,お おむね下記の よ うに定めた。 著効 と

は,2～3日 で治癒 または 著明な 軽快 がみ られた もの。

有効 とは,2～3日 でかな りの 改善 が認め られた もの。

やや有 効 とは,4～5日 で病集に やや改善の認め られた

もの。 無効 とは,5～6日 が過 ぎて もまつた く改善 が見

られ ないか,か えつ て増悪 した もの。

IV. 結 果

病状の経渾な らびに効果は別表 に示 した。化膿性皮膚

疾患13例 中,著 効6例(46%),有 効4例(31%),や

や有効2例(15%),無 効1例(8%)で,著 効,有 効合わ

せて有効率は77%で あつた。 なお,梅 毒は別に取扱い,

有効 と判定 した。

V. 考 案

VSMは ,構 造上aminoglucoside抗 生物質であ り,

これ に似た構造を有す る抗生物質には,す でに臨床的に

使用 されてい るス トレプ トマイシ ン(SM),カ ナマイ シ

ン(KM),ア ミノデオキシカナマイシ ン(AKM) ,ゲ ン

タマイシソ てGM),フ ラジオマイ シン(FRM),パ ロモ

マイシ ン(PRM)な どが この仲間である。 またVSM

は この中でKMに 交 叉耐性 が認 め られる。VSMの 抗

菌スペ ク トルはかな り広 く,試 験管 内細菌発 育阻止濃度

を測定 した結果,諸 種 の グラム陽 性な らびに陰性細菌 の

発 育を阻止する ことが明 らかにされ ている。 またカ ビ,

酵母 類に対 してはまつ た く阻止作用 が認 め られ て い な

い。 したがつてVSMの 臨床的応用の対象 となる菌は ブ

ドウ球菌,連 鎖球菌,肺 炎球菌,腸 球菌,淋 菌,ず い膜

炎菌,赤 痢菌,サ ルモ ネラ菌,大 腸菌群,プ ロテウス

菌,ク レブシエ ラなどである。

VSMを500mgl回 筋 注 した場合 ,筋 注後約30分

～1時 間 で最高濃度 に達 し,約2時 間がhalf lifeで あ

り,約12時 間後には93%が 尿中に排泄 される ことが

報告 されてお り,こ れ らの結果か らVSMは 吸収 もよ

く,血 中か らの消失 もかな り速い薬剤であ る と思 わ れ

る。

今回われわれが行なつた治療 成績では,少 数例ではあ

るが,著 効6例,有 効4例 で13例 中10例 が有効 と認 め

られた(有 効率77%)。 これ は比較 的 よい成績 と言つて

もよいだろ う。13例 に検出 した 菌 のほ とん どがブ ドウ

球 菌である。われわれ の治験成績 か ら,VSMは ブ ドウ

球菌 に対 してはか な り有効 である と言える。 無効 と判定

した症例 は,別 表 の症例9で,項 部 に癰が多発 している

22歳 の男子 である。VSMを1日1g 5日 間投与 した

が,皮 疹 はなお改善 さ れ ず,そ の後 カル ブ ソケ ソ軟膏

を外用 し,別 の抗生物質(AB-PC)内 服にて軽快 した。

この症例 の場合は,VSMの 感受性が起因菌になかつた

ものと思われ る。

VSMとKMと は互いに交叉耐性がみ られ るとされ

て いるが,わ れわれの治験で もこの ことが言え る。 すな

わ ち,起 因菌にKMの 感受性があつた症例ではVSM

は比較的有効であ り,無 効 とした症例9で はKMの 感
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受性が なかつた。

次に副作用の面について言えば,KMは 抗生物質 の中

で も副作用が比較的強い ものであ るが,VSMを 使用 し

た我 々の全症例において まつた く副作用が認め られ なか

つた。 とい うことはVSMは 比較的安 心 して使用で きる

薬剤 である といえる。症 例1で は1日29を23日 間

もの間使用 したが,使 用前 と使用後 の諸検査(肝 機能,

腎 機能,脂 質,血 清蛋白,血 沈,血 液所見等)に は特 に

.異常は認め られなかつた。 もちろん聴力障害等は まつた

く認め られなかつた。

以上の成績 か ら見る と,VSMは 抗菌スペ ク トル も広

く,化 膿性 皮膚疾患 の治療 剤 としてはかな り優秀な もの

と言える。 副作用 が少い ことか ら長期 連用 も可能であ ろ

う。 投 与量 は成人1日1gを 標準量 として よい よ うで

あ る。

次に症例8は,第2期 顕性梅毒にVSMを 使用 した例

であるが,こ の症例は21才 男子で,頭 部,前 胸 部,上

背部,両 手掌,両 足蹠お よび陰 部に梅毒2期 疹 がみ られ

た。VSMを 朝夕各1gを 筋注 した。 投与後5日 目に

両手掌,両 足蹠の皮疹 消失,10日 目には陰 部の皮疹 が

消失,15日 目頃に前胸部,上 背部,頭 部の皮疹が 消失

した。投与後約3週 間(実 際は19日)を1ク ール と考

えて,い ちお う中止 したが,そ の時 点で も全身の リンパ

節 の腫 脹は軽快 しなかつた。 血清梅毒反応 は治療 前は,

緒 方法160倍,凝 集法64倍,ガ ラス板法64倍,治 療後

は,緒 方法80倍.凝 集法64倍,ガ ラス板法64倍 と,VSM

投与 前後 であま り改 善は認め られなかつた。 これ らの結

果か らVSMは,い ちお う梅毒には有効 と思われ るが,

penicillin (PC)に 優 る薬剤 とは と くに思われ なかつ た。

VLむ す び

化膿性 皮膚疾患13例 と顕性梅毒1例 にVSMを 使

用 した成績 を述 べ,若 干の考察を加えた。

CLINICAL EXPERIENCE WITH VISTAMYCIN IN SKIN INFECTIONS 
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Vistamycin (abbr. VSM) was administered principally intramuscularly for 2•`23 days at a daily 

dose of 1•`2 g to 13 cases of purulent skin infections. The results obtained were remarkably effective 

in 6 cases, effective in 4 cases, slightly effective in 2 cases and ineffective in 1 case. 

In addition to the above cases, VSM was administered intramuscularly for 19 days at a daily dose of 

2 g to 1 case of manifest secondary syphilis. Though no improvement was observed in the swelling of 

lymphatic glands and the seroreaction of syphilis, the acne disappeared in each part of body, and the 

judgement was done as effective.


